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カーボンニュートラルチャレンジ 2050 の策定について 

当社は、オール京葉ガス※1として、“持続可能な社会”を実現するために、「カーボンニュートラ

ルチャレンジ 2050」を策定しました。 

※1オール京葉ガス：お客さまに提供する価値を高めるための当社、グループ会社を含めたビジネスパートナーで構成する連携体制 

 

１．カーボンニュートラルチャレンジ 2050の概要 

2050 年のカーボンニュートラルに向けて、オール京葉ガスは 3つの“Challenge”に取り組みま

す。 

Challenge-1 お客さま先における取り組み 

     CO2削減に貢献するエネルギー・サービス・商品を積極的に提供するとともに、 

     より快適で安心なくらしをお届けします。 

Challenge-2 脱炭素への手法・新技術等の取り組み 

     国内外で再生可能エネルギーを積極的に開発するとともに、 

     脱炭素・SDGs に資するＲ＆Ｄ（研究開発）を推進します。 

Challenge-3 自社・グループ会社・取引先の取り組み 

     オール京葉ガスの事業活動※2における CO2排出量を早期に実質ゼロとし、 

     取引先と連携して積極的にカーボンニュートラルに取り組みます。 

       ※2オール京葉ガスの事業活動：オール京葉ガス各事業所のガス・電気・エネルギー使用、社用車の走行 

 

２．2030 年における数値目標 

項目 目標値 

CO2削減貢献量 80万 t※3 

カーボンフリー電源取扱量 30万 kW※4 

都市ガスのカーボンニュートラル化率 5％ 

 ※3：オール京葉ガスの 2013年 CO2排出量の約 48％に相当 

 ※4：国内外における電源開発、FIT電源、調達等を含む 

 

 

以 上 

 

※カーボンニュートラルチャレンジ 2050の詳細は、添付資料をご覧下さい。 
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ZEH

ZEB

DAC

森林保全

バイオガス

洋上風力発電

CNガス

PPAモデル
小水力発電

メタネーション

EV・FCV

CGS

スマートエネルギーネットワーク

メタン回収

2050年のカーボンニュートラルにチャレンジします

オール京葉ガスは、“持続可能な社会”を実現するために、

カーボンフリーでんき

再エネ開発

エコ・グリーンサポート

EVシェアリング自治体との連携

ちばSDGs

プロパネーション

※PPAﾓﾃﾞﾙ：お客さまの敷地等に無償で設備を設置、維持管理して電気を供給する仕組み ※ZEH・ZEB：年間の一次ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量の収支がｾﾞﾛとなる住宅・建築物 ※CGS：ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ
※EV：電気自動車 ※FCV：燃料電池自動車 ※DAC：大気中のCO2の直接回収 CCUS：CO2回収･有効利用･貯留 ※ﾒﾀﾈｰｼｮﾝ･ﾌﾟﾛﾊﾟﾈｰｼｮﾝ：⽔素とCO2から合成ﾒﾀﾝ･合成ﾌﾟﾛﾊﾟﾝを生成する技術

CCUS
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オール京葉ガスは、低炭素エネルギー「都市ガス」の普及に取り組んできました

2010年：「エコ・グリーンサポート」「エコ・アクションサポート」
にて自治体などの環境活動を支援

1956年：都市ガス原料に環境への負荷が少ない天然ガスの利用を開始

2006年：天然ガス調達先の多様化

2021年：「カーボンニュートラル都市ガス※1」の供給開始

これまでの取り組み

※1 お客さまの使用したガス量分のCO2をカーボン・オフセットした都市ガス
※2 お客さまの使用した電力量分のCO2をカーボン・オフセットしたでんき

今後、これまでの取り組みをさらに深化させてまいります

2050年：カーボンニュートラル

これまでの取り組みと目指す地点

2022年：「カーボンフリーでんき※2」の供給開始
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2050年のカーボンニュートラルに向けて、
オール京葉ガスは、３つの“Challenge” に取り組みます

3つのChallenge

自社・グループ会社・取引先

脱炭素への手法・新技術

お客さま先

Challenge

1

Challenge

2

Challenge

3

 低炭素ガス体エネルギーの供給拡大

 カーボンフリーでんきの活用

 省エネの推進  地域との連携

 再生可能エネルギーの開発

 脱炭素への貢献手法

 R&Dの推進

 事業活動のカーボンニュートラル化

CO2削減貢献量 80万t

カーボンフリー
電源取扱量※ 30万kW

都市ガスのカーボン
ニュートラル化率 5%

2030年目標

※国内外における電源開発、FIT電源、調達等を含む



取り組み 4

オール京葉ガスの様々な取り組みを通して、オール京葉ガスの事業に伴うCO2排出量
のうち、80万トン（排出量の約48%相当※）のCO2削減に貢献します

太陽光発電設備

の無償設置

(PPAモデル)

カーボンニュートラル

都市ガスの供給

カーボンニュートラル

LPGの供給

カーボンフリー

でんきの供給

コージェネレーション

システムによる発電・省エネ

＋災害への備え

エネルギー

サービスの提供

都市ガスの普及

再生可能エネルギー電源開発

事業活動のCO2排出ゼロ

再エネ・森林保全・省エネなど

によるクレジット

カーボンニュートラル

メタンの供給

2030年
CO2削減貢献量 80万トン

LPG

※2013年におけるCO2排出量

太陽光 風力 バイオガス

省エネ

リフォーム

太陽光発電

余剰電力の買取
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天然ガスシフトカーボンニュートラルガスの供給

5780
100

天然ガス石油石炭

カーボンニュートラルガス

5%

都市ガス プロパン

2030年
都市ガスのカーボンニュートラル化率

※1：経済産業省HP(普及率＝調定数/世帯数) ※2：【出典】日本ガス協会HP

お客さまがご使用になる
ガス体エネルギーの脱炭素化を推進します

当社は全国的にも高い都市ガス普及率を実現して
おり、引き続き高い普及率を維持します

都市ガス普及率

低炭素ガス体エネルギーの供給拡大

お客さま先 Challenge-1

LPG

CO2削減に貢献するエネルギー・サービス・商品を積極的に提供するとともに、
より快適で安心なくらしをお届けします

20%

40%

60%

80%

100%

2020 2014

78％

46％

京葉ガス
(2020年)

全国平均※1

(2014年)

CO2排出量(石炭を100とした場合)※2
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余剰電力の買取
太陽光発電の余剰電力買取を推進します

カーボンフリーでんきの活用

カーボンフリーでんきなどを活用した
サービス展開

余剰電力の引取り

太陽光発電設備の無償設置

電気の自家消費・定額支払い

お客さま

契約期間後は太陽光発電設備

をお客さまへ無償譲渡

PPAモデル（そらサポ）

CO2の削減、災害時などの電力供給により、
お客さまに快適で安心できるくらしを
お届けします

お客さま先 Challenge-1

カーボンフリーでんきなどを最大活用できるよう
様々なサービスを展開します

地域での有効活用
導入支援

地域の太陽光発電・

EVの拡大

管理
(電池残量など)

EVシェアリング

非常時の電源活用

カーボン
フリー
でんき

etc...
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エネルギーサービス

建築物・住宅における省エネ化

建築物・住宅におけるエネルギー消費を
抑制するための取り組みを推進します

 ZEBへ貢献(太陽光発電･ CGS･BEMS※など)
 ZEHへ貢献(CGS ･ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ給湯器など)

省エネの推進

民生、産業部門の用途別
エネルギー消費量

お客さま先 Challenge-1

9.5%

28.5%

62.0%
熱

電力
動力他

非ｴﾈﾙｷﾞｰ
(原料)

民生、産業部門の
エネルギー消費量

約9,700PJ

お客さまのエネルギーに関する課題解決の
ソリューション提案を推進します

設計～アフターフォロー、BCP対応まで
お客さまのお困りごとにお応えすることで
長期的な省エネ・安心をお届けします

省エネ・
カーボンニュートラル

BCP メンテナンス

見える化一貫対応

ソリューション提案

京葉ガス船橋ビルZEB-Ready認証取得

ピークシフト
※BEMS：ビル・エネルギー管理システム

給湯や暖房などの熱エネルギーが

占める割合が高い

高断熱リフォーム

ガスから電気とお湯を

つくり、光熱費を削減

停電時などにも安心

省エネ設備の導入推進

外部へ逃げる熱を抑制し

光熱費を削減

ヒートショックなどを抑制

CGS

ecoﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ
給湯器

電気とガスを

効率的に活用

(光熱費の削減)
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脱炭素先行地域への貢献

「ゼロカーボンシティの実現に向けた連携に関する協定」

カーボンニュートラルガス

カーボンフリーでんき

エネルギーサービス

設備の省エネ運転支援

庁舎の省エネ

カーボンニュートラル化

自治体との連携

お客さまがくらす地域の
ゼロカーボンシティを実現できるよう
自治体との連携を強化・拡大します

エコグリーンサポート

高効率ガス機器の販売台数および
天然ガスシフト数などに応じて各市へ寄付を
行い、お客さまがくらす地域の環境保全活動を
サポートします

地域との連携

お客さま先 Challenge-1

出典：環境省(脱炭素先行地域づくりガイドブック)

オール京葉ガスは、
“社会課題の解決” 及び “エリア価値の向上” を
目指した事業を展開しています

地域のみなさまと連携して、脱炭素先行地域
づくりに積極的に取り組みます

・公共施設の脱炭素化に向けたエネルギー供給に関すること
・地域の脱炭素化に向けた支援に関すること
・環境・エネルギー施策の情報提供・助言に関すること
・地域への環境教育および普及啓発に関すること
・その他、ゼロカーボンシティの実現に関すること

浦安市の場合

鎌ケ谷市船橋市

市川市 浦安市

柏市松戸市

白井市



取り組み 9

再生可能エネルギーの開発

2030年
カーボンフリー電源取扱量30万kW

国内外で再生可能エネルギーを積極的に開発するとともに、
脱炭素・SDGsに資するR&D（研究開発）を推進します

20302021

カーボンフリー電源の取扱量

30万kW

約5倍

グリーンボンド※発行

再生可能エネルギー事業への出資金
に充当するため、グリーンボンドに
よる資金調達を実施

再生可能エネルギーファンドへの出資

株式会社Looopコミュニティ
が組成する国内の太陽光発電所
を投資対象とするファンド
「こもれびファンド1号」に出資

第三者評価として、株式会社日本格付研究所（JCR）より
「JCRグリーンボンド評価」の最上位である「Green1」の評価
を獲得

10億円

※グリーンボンド：気候変動・⽔・生物多様性対策など、
環境に好影響を及ぼす事業活動に資金使途を限定した債券

2021年

発行金額

脱炭素への手法・新技術等 Challenge-2

太陽光発電

小水力発電

バイオマス発電

オール京葉ガスの
豊富な再生可能エネルギー開発実績
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Jクレジットの創出・活用
お客さまA

森林保全

脱炭素への貢献手法

脱炭素への手法・新技術等 Challenge-2

豊富な経験・知見に基づいた
レジリエンスや省エネ提案を
通して、お客さま先や地域に
おけるCO2排出を削減し、
クレジットを創出します

創出したクレジットを
地域で消費することで、
クレジットの地産地消に
取り組みます

豊かな森林を健全な姿で次の世代に
引き継いでいくために、
森林保全に取り組みます

CO2

従来 燃料転換
省エネ後

クレジット

お客さま先の
CO2排出量を削減

お客さまB

地域のお客さまの
カーボンニュートラルの推進

燃料転換支援
省エネ提案１

Jクレジットを活用した
サービスのご提供３

CO2削減量に応じた
Jクレジットの創出

２

地域での木材の利活用など
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バイオガス活用 食品廃棄物等の利活用

食品廃棄物 バイオガス

発電

カーボン
フリーでんき

“オール京葉ガス”の有する知見・資産
を活用し、脱炭素・SDGsに資する
研究開発を学術機関・スタートアップ企業
などと推進します

H2

CH4
ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ

ﾒﾀﾝ

カーボンニュートラルガス社会実装への貢献

メタネーションやプロパネーション、CCUSなどの社会実装に積極的に貢献します

メタネーション(イメージ)

R&Dの推進

脱炭素への手法・新技術等 Challenge-2

カーボン
ニュートラルガス

CO2回収・利用(CCU)

CO2

水の電気分解

で水素(H2)

を生成
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オール京葉ガスの事業活動※1におけるCO2排出量を早期に実質ゼロとし、
取引先と連携して積極的にカーボンニュートラルに取り組みます

ペーパーレス化・DX※2

様々な業務・サービスを電子化・効率化する
ことによりCO2削減に貢献するとともに、
Web型サービスの拡充により、
お客さまの利便性を向上させます

取引先との連携

取引先とも連携し環境負荷を
軽減、SDGsにも積極的に
貢献します

事業活動のカーボンニュートラル化

ゼロ

CO2排出量

カーボンフリーでんき
社用車・カーシェアリング

カーボンフリー
でんき

カーボン
ニュートラルガス

オール京葉ガスへ水平展開

2030年
京葉ガス CO2排出量 ゼロ

2030年以降早期に
オール京葉ガス CO2排出量

自社・グループ会社・取引先 Challenge-3

※1：ｵｰﾙ京葉ｶﾞｽの事業所のｶﾞｽ・電気のｴﾈﾙｷﾞｰ使用、社用車の走行によるCO2排出(ｸﾚｼﾞｯﾄ活用含む)  ※2：ﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術による(生活やﾋﾞｼﾞﾈｽの)変革

※1

ゼロ
※1

サービス

の拡充

取引・業務の電子化

ちばSDGsパートナー登録制度

京葉ガスは、
ちばSDGsパートナー登録企業として、
地域におけるSDGsの機運の醸成・
取り組みを推進します

チーバくん

ちばSDGsパートナー352号



本資料の内容は発表日現在において入手可能な情報にもとづき作成したものであり、実際の業績は様々な要因により本資料の予想と異なる結果となることがあります。




